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岡山県神社庁庁長
笹 井　和 男

支
部
の
再
編
成
に
協
力
を

年
頭
の
ご
挨
拶

　
平
成
二
十
四
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
迎
え
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
、
新
年
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
三
月
に
発
生
し
ま
し
た
東

日
本
大
震
災
ま
た
台
風
の
被
害
で
、

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
民
が
総
氏
神
と
仰
ぐ
伊
勢
の

神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
式
年
遷

宮
に
向
け
準
備
が
着
々
と
進
み
、
三

月
に
は
御
聖
地
で
の
立
柱
祭
、
上
棟

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
こ
れ
か
ら
は
目
に
見

え
る
工
事
が
目
前
に
現
れ
て
く
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
募
財
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆

様
方
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
予
定
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ
得

ま
し
た
こ
と
、
有
り
難
く
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
神
社
庁
の
支
部
の
あ
り
方

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
に
ご
相
談

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ご
存

じ
の
よ
う
に
神
社
を
と
り
ま
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
般
内
閣
府
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た

三
十
年
後
の
日
本
で
、
住
民
が
０
に

な
る
地
域
が
北
海
道
の
六
十
％
、
中

国
四
国
地
区
が
三
十
～
四
十
％
と
い

う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
か

ら
も
地
域
の
見
直
し
、
検
討
を
加
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
支

部
の
再
編
と
い
う
問
題
を
提
起
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
助
言
を
賜

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
佳

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
度

決
算
を
承
認

�

（
平
成
二
十
三
年
臨
時
協
議
員
会
）

支
部
再
編
成
の
経
過
報
告

予
て
か
ら
総
務
委
員
会
、
支
部
長
会
、
支
部
長
懇
話
会
等
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
経
緯

を
報
告
。
予
定
で
は
今
回
の
臨
時
協
議
員
会
に
て
議
案
上
程
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
総

代
会
へ
の
説
明
不
足
も
あ
り
、
今
後
、
県
総
代
会
、
支
部
長
会
を
開
催
し
同
意
の
上
、
改
め

て
協
議
員
会
に
上
程
す
る
。

議
案
第
一
号
『
平
成
二
十
二
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
』

議
案
第
二
号
『
平
成
二
十
二
年
度
岡
山
県
神
社
庁
別
途
会
計
収
支
決
算
』

議
案
第
三
号
『
平
成
二
十
二
年
度
岡
山
県
神
社
庁
事
業
会
計
決
算
』

議
案
第
四
号
『
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録
』

右
記
四
議
案
は
一
括
上
程
さ
れ
、
次
の
質
疑
が
行
わ
れ
、
議
案
は
全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

（
問
）�

災
害
見
舞
金
積
立
会
計
か
ら
茅
部
神
社
へ
三
〇
万
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
災
害
だ
っ
た
の
か
。

（
答
）�

今
年
の
大
雪
に
よ
り
、
幣
拝
殿
が
破
損
し
、
本
殿
が
傾
斜
し
た
も
の
。
被
害
額
約
三

千
万
円
。

十
一
月
七
日
午
後
三
時
か
ら
神
社
庁
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
臨

時
協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

開
式
行
事
、
庁
長
挨
拶
の
後
、
伏
見
議
長
が
登
壇
し
、
議
事
が
審
議
さ
れ
た
。

議
案
第
五
号
『
平
成
二
十
三
年
度
岡
山
県
神
社
庁
歳
入
歳
出
補
正
予
算
案
』

給
料
及
び
福
利
厚
生
費
を
昇
給
に
よ
り
、
九
八
万
円
増
額
。
西
川
文
庫
に
係
わ
る
移
動
経
費

一
三
万
円
増
額
。
神
社
庁
の
土
地
取
得
に
係
わ
る
鑑
定
費
二
一
万
円
計
上
。
世
界
連
邦
全
国

大
会
開
催
に
よ
り
二
〇
万
円
計
上
。
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
六
号
『
土
地
取
得
案
』

現
庁
舎
の
所
在
地
に
つ
い
て
当
庁
が
自
己
所
有
で
き
る
よ
う
に
以
前
か
ら
岡
山
縣
護
國
神
社

に
申
し
入
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
売
却
に
前
向
き
な
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
次
の
条
件
で
土

地
を
取
得
し
基
本
財
産
と
す
る
。

記

所
在　
　
　

岡
山
市
中
区
奥
市
三

−

二
二
（
地
番　

中
区
奥
市
一
三
〇
一
番
一
）

面
積　
　
　

�

九
、二
五
九
平
方
メ
ー
ト
ル
（
公
簿
面
積
）
の
内
一
、〇
五
一･

八
二
平
方
メ
ー

ト
ル

登
記
地
目　

雑
種
地

所
有
者　
　

岡
山
縣
護
國
神
社

評
価
額　
　

四
千
四
百
六
十
万
円
（
山
陽
鑑
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
鑑
定
）

売
買
額　
　

三
千
八
百
九
十
万
円
（
岡
山
縣
護
國
神
社
と
の
折
衝
に
よ
る
確
定
額
）

支
出
方
法　

�

岡
山
県
神
社
庁
庁
舎
管
理
資
金
積
立
金
か
ら
全
額
支
出
す
る
。
残
高
八
千
二
百

二
十
二
万
六
千
七
百
三
十
五
円

（
問
）�

こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
題
を
い
き
な
り
本
会
に
上
程
す
る
前
に
、
支
部
長
会
等
で
説

明
す
る
時
間
的
猶
予
は
な
か
っ
た
の
か
。
役
員
会
に
取
得
の
意
向
は
あ
っ
た
の
か
。

経
緯
を
説
明
願
い
た
い
。

（
答
）�

神
社
庁
庁
舎
建
設
当
時
の
役
員
会
に
は
、
神
社
庁
の
土
地
は
法
人
永
続
の
基
根
と
な

る
も
の
で
、よ
り
安
定
的
な
法
人
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ

た
。
こ
の
話
は
、
昨
年
春
頃
に
一
度
あ
っ
た
が
、
立
ち
消
え
と
な
っ
て
い
た
。
今
夏

に
再
び
話
が
持
ち
上
が
っ
た
た
め
に
、時
間
的
な
余
裕
が
な
く
本
会
へ
の
上
程
と
な
っ

た
。

（
問
）�

岡
山
県
神
社
庁
庁
舎
管
理
資
金
積
立
金
か
ら
支
出
す
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
今
後
庁

舎
を
維
持
管
理
し
て
い
く
上
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

（
答
）�

神
社
庁
で
は
五
十
万
円
を
超
え
る
修
理
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
管
理
資
金
積
立

金
か
ら
支
出
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
数
十
年
後
に
大
幅
な
修
理
を
行
う
こ
と

を
想
定
し
た
金
額
は
約
二
千
二
百
万
円
で
あ
る
。

　

以
上
の
質
問
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
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平成22年度

岡 山 県 神 社 庁

一般会計歳入歳出決算書
（平成22年7月1日〜平成23年6月30日）

歳入総額� 138,313,268円

歳出総額� 119,770,604円

差引残高� 18,542,664円

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予算額 決算額 差異

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 920,000 938,300 △18,300
１　�本 庁 幣 620,000 624,200 △4,200
２　�神 饌 及 初 穂 料 300,000 314,100 △14,100

Ⅱ　�財 産 収 入 30,000 13,661 16,339
Ⅲ　�負 担 金 36,920,000 36,882,830 37,170

１　�神 社 負 担 金 25,844,000 25,817,480 26,520
２　�神 職 負 担 金 9,230,000 9,221,260 8,740
３　�支 部 負 担 金 1,846,000 1,844,090 1,910

Ⅳ　�交 付 金 67,280,000 67,220,600 59,400
１　�本 庁 交 付 金 1,500,000 1,446,600 53,400
２　�神宮神徳宣揚費交付金 65,500,000 65,500,000 0
３　�本 庁 補 助 金 280,000 274,000 6,000

Ⅴ　�寄 付 金 3,000,000 2,970,000 30,000
１　�神 社 特 別 寄 贈 金 3,000,000 2,970,000 30,000

Ⅵ　�諸 収 入 2,480,000 2,783,552 △303,552
１　�表 彰 金 50,000 50,000 0
２　�預 金 利 子 30,000 6,026 23,974
３　�申 請 料・ 任 命 料 2,000,000 2,327,000 △327,000
４　�雑 収 入 400,000 400,526 △526

Ⅶ　�繰 入 金 4,110,000 4,110,000 0
当 期 歳 入 合 計 114,740,000 114,918,943 △178,943

前 期 繰 越 金
20,000,000 

23,394,325
△3,394,325

(23,394,325) (0)

歳 入 合 計
134,740,000 

138,313,268
△3,573,268

(138,134,325) (△178,943)

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予算額 決算額 差異

Ⅰ　�幣 帛 料 2,760,000 2,529,000 231,000
１　�本 庁 幣 2,260,000 2,119,000 141,000
２　�神 社 庁 幣 500,000 410,000 90,000

Ⅱ　�神 事 費 400,000 350,465 49,535

Ⅲ　�事 務 局 費
38,390,000 

36,624,799
1,765,201

(39,575,000) (2,950,201)
１　�表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,600,000 1,197,042 402,958
（１�各� 種� 表� 彰� 費） 600,000 468,000 132,000
（２�慶� 弔� 費） 1,000,000 729,042 270,958
２　�会 議 費 350,000 130,082 219,918
３　�役 員 関 係 費 1,500,000 1,400,000 100,000
（１�役� 員� 報� 酬） 1,280,000 1,280,000 0
（２�視� 察� 研� 修� 費） 100,000 0 100,000
（３�地 区 会 議 関 係 費） 120,000 120,000 0
４　�給料及び福利厚生費 24,300,000 22,744,230 1,555,770
（１�給� 料） 13,000,000 12,912,000 88,000
（２�諸� 手� 当） 8,200,000 6,671,063 1,528,937
（３�各� 種� 保� 険� 料） 3,000,000 3,071,548 △71,548
（４�職� 員� 厚� 生� 費） 100,000 89,619 10,381

５　�庁 費
5,640,000 

5,753,646
△113,646

（6,825,000） （1,071,354）
（１�備� 品� 費） 520,000 503,805 16,195

科　　　　　目 予算額 決算額 差異

（２�図� 書� 印� 刷� 費）
650,000 

1,234,485
△584,485

（1,475,000） （240,515）
（３�消� 耗� 品� 費） 1,400,000 1,224,325 175,675
（４�水� 道� 光� 熱� 費） 1,200,000 1,189,799 10,201
（５�通� 信� 運� 搬� 費） 1,000,000 963,480 36,520

（６�雑� 費）
870,000 

637,752
232,248

（1,230,000） （592,248）
６　�交 際 費 1,200,000 2,209,599 △1,009,599
７　�旅 費 2,800,000 2,662,660 137,340
８　�維 持 管 理 費 1,000,000 527,540 472,460

Ⅳ　�指 導 奨 励 費
13,885,000 

11,380,759
2,504,241

(14,285,000) (2,904,241)
１　�教 化 事 業 費 7,190,000 6,138,026 1,051,974
（１�教� 化� 費） 1,060,000 764,248 295,752
（２�広� 報� 費） 1,700,000 1,098,207 601,793
（３�事� 業� 費） 920,000 706,747 213,253
（４�神� 宮� 奉� 賛� 費） 2,860,000 2,890,308 △30,308
（５�育� 成� 費） 650,000 678,516 △28,516
２　�神 社 庁 研 修 所 費 2,860,000 1,768,289 1,091,711
（１�研� 修� 費） 2,260,000 1,318,289 941,711
（２�研� 修� 奨� 励� 費） 600,000 450,000 150,000
３　�祭 祀 研 究 費 1,115,000 773,609 341,391

４　�各 種 補 助 金
2,720,000 

2,700,835
19,165

（3,120,000） （419,165）
（１�神 政 連 関 係 費） 150,000 150,000 0
（２�神 青 協 補 助 金） 500,000 500,000 0
（３�氏 青 協 補 助 金） 100,000 100,000 0
（４�県 教 神 協 補 助 金） 100,000 100,000 0
（５�女 子 神 職 会 補 助 金） 180,000 180,000 0
（６�県 敬 婦 連 補 助 金） 130,000 130,000 0
（７�神 楽 部 補 助 金） 100,000 100,000 0
（８�作 州 神 楽 補 助 金） 30,000 30,000 0
（９�支部長懇話会補助金） 200,000 200,000 0
（10�神宮大祭派遣補助金） 30,000 30,000 0
（11�神 職 養 成 補 助 金） 700,000 492,655 207,345
（12�教 誨 師 関 係 費） 500,000 288,180 211,820

（13�地 区 大 会 援 助 金）
0 

400,000
△400,000

（400,000） （0）
Ⅴ　�各 種 積 立 金 4,940,000 4,940,000 0

１　�職員退職給与積立金 1,280,000 1,280,000 0
２　�正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0
３　�次期式年遷宮準備金 3,000,000 3,000,000 0
４　�災 害 見 舞 金 積 立 金 500,000 500,000 0

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 600,000 418,621 181,379
Ⅶ　�負 担 金 23,209,950 22,866,878 343,072

１　�本庁災害慰謝負担金 60,450 60,450 0
２　�本 庁 負 担 金 6,649,500 6,649,500 0
３　�本 庁 特 別 納 付 金 13,550,000 13,334,608 215,392
４　�支 部 負 担 金 報 奨 費 2,950,000 2,822,320 127,680

Ⅷ　�渉 外 費 555,000 432,250 122,750
１　�友 好 団 体 関 係 費 320,000 286,450 33,550
２　�時 局 対 策 費 100,000 52,500 47,500
３　�同 和 対 策 費 135,000 93,300 41,700

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 34,250,000 34,250,000 0

Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費
6,300,000 

5,977,832
322,168

(6,500,000) (522,168)

１　�頒 布 事 務 費
700,000 

649,981
50,019

（900,000） （250,019）
２　�頒 布 事 業 奨 励 費 5,600,000 5,327,851 272,149

Ⅺ　�予 備 費
9,450,050 

0
9,450,050

(11,059,375) (11,059,375)

当 期 歳 出 合 計
134,740,000 

119,770,604
14,969,396

(138,134,325) (18,363,721)
次 期 繰 越 金 0 18,542,664 △18,542,664

歳 出 合 計
134,740,000 

138,313,268
△3,573,268

(138,134,325) (△178,943)

注１　差異は、決算額が予算額に比し、超過した場合△で表示する。
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す
。

　

当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
由
来
や
ご
祈
祷

な
ど
の
神
社
と
し
て
基
本
な
説
明
を
写

真
を
多
く
使
い
紹
介
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
神
前
結
婚
式
の

紹
介
や
、
実
際
に
当
社
で
結
婚
式
を
挙

げ
ら
れ
た
方
に
モ
デ
ル
を
お
願
い
し
、

そ
の
時
の
写
真
を
元
に
神
前
式
の
流
れ

を
説
明
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
社
報
や
コ

ラ
ム
の
掲
載
、
氏
子
町
内
の
紹
介
、
津

山
の
観
光
地
の
紹
介
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
ま
た
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
作

成
し
氏
子
崇
敬
者
の
方
か
ら
の
メ
ー
ル

相
談
も
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
の
特
徴
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
隣
接
し
写
真
紹
介
用
の
「
徳

守
写
真
館
」を
設
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
、
様
々
な
時
期
に
撮
影
し
た

境
内
の
写
真
や
祭
典
の
写
真
を
始
め
、

当
社
で
挙
式
さ
れ
掲
載
を
希
望
さ
れ
た

方
々
の
写
真
、
特
別
出
張
祈
願
祭
と
し

て
救
護
施
設
等
で
祈
願
祭
を
し
た
後
に

神
主
が
太
鼓
演
奏
し
た
と
き
の
動
画
や

祭
典
写
真
、
例
大
祭
の
写
真
と
神
輿
を

中
心
に
撮
影
し
た
ご
巡
幸
の
動
画
な
ど

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
会
社
で

の
見
積
は
高
額
で
し
た
が
、
手
作
り
で

作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
に

な
っ
た
経
費
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

ソ
フ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を

使
用
）
の
購
入
と
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
に
あ

た
り
デ
ー
タ
を
収
納
す
る
場
所
）
を

「
さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
と
契
約

し
た
時
の
開
設
費
と
年
間
使
用
料
だ
け

で
す
。
そ
れ
も
、
開
設
費
と
年
間
使
用

料
を
合
わ
せ
て
も
数
千
円
と
い
う
金
額

で
す
の
で
、
依
頼
す
れ
ば
十
数
万
円
必

要
だ
っ
た
の
を
考
え
る
と
驚
き
の
経
費

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
あ
た
り
パ
ソ
コ
ン
か

ら
買
い
替
え
た
の
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
掲
載
す
る

時
ま
で
に
必
要
に
な
っ
た
経
費
は
一
〇

万
円
を
切
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
は
経
費
も
か
か
り
難
し
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
時
間
は
か
か
る
も
の
の
最
初
の
コ

ツ
さ
え
掴
ん
で
し
ま
え
ば
意
外
と
簡
単

に
作
成
が
出
来
ま
す
し
、
経
費
も
こ
れ

だ
け
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
中
で
、

苦
労
す
る
の
は
初
め
て
ペ
ー
ジ
を
作
る

事
に
慣
れ
る
こ
と
と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

デ
ザ
イ
ン
に
悩
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
等
は
特
別
な
知
識

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

多
少
難
し
い
動
画
掲
載
な
ど
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
調
べ
れ
ば
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

番
難
儀
な
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ア
ッ
プ
し
て
検
索
さ
れ
や
す
く
す
る
方

法
で
す
。
こ
れ
に
は
時
間
と
検
索
エ
ン

　

当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
平
成
十
八

年
の
秋
に
開
設
し
て
よ
り
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
が
、
当
初
は
前
年
度
末
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
会
社
に
依
頼
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
見
積
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
あ
ま
り
の
高
額
に
驚
き
悩

ん
で
お
り
ま
し
た
。
丁
度
、
こ
の
平
成

十
八
年
よ
り
私
が
徳
守
神
社
に
勤
め
る

よ
う
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
低
額

で
作
成
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
？
と

相
談
を
受
け
、
こ
れ
が
最
初
の
仕
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
経
験
は

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ま
ず
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
購
入
し
時
間
は

か
か
る
も
の
の
、
意
外
と
簡
単
に
作
れ

る
も
の
だ
っ
た
の
で
「
目
を
惹
く
独
特

な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

様
々
な
要
素
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
作

り
上
げ
た
の
が
今
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

社
報･

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う

徳
守
神
社
権
禰
宜
　
吉
　
岡
　
寛
　
人
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ジ
ン
（
ヤ
フ
ー
や
グ
ー
グ
ル
の
検
索

ペ
ー
ジ
）
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
対
策
（
検
索
順
位

を
上
げ
る
技
術
）
の
知
識
、
他
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
の
相
互
リ
ン
ク
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
当
社
で
の
リ
ン
ク
は

岡
山
県
神
社
庁
を
は
じ
め
県
内
神
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
相
互
リ
ン
ク
や
、

津
山
瓦
版
と
の
提
携
な
ど
で
検
索
さ
れ

や
す
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
最
初
は
取
っ
付
き
難
い
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
神
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
時
代
の
流
れ
か
ら
も
教
化
効

果
は
期
待
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
神
社
そ
れ
ぞ
れ
規

模
は
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
ま
た
違
っ
た
氏
子
崇
敬
者
と
の
距

離
感
を
縮
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

 〈
参
考
〉

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
費
用
及
び
詳
細

契
約
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー

さ
く
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
株
式
会
社

�
(S
A
K
U
R
A
�Internet�Inc.)

レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
プ
ラ
ン

料
金�

一
、五
〇
〇
円
／
年
（
税
込
み
）

初
期
費
用�

一
、〇
〇
〇
円
（
税
込
み
）

初
年
度
費
用
合
計

�

二
、五
〇
〇
円
（
税
込
み
）

次
年
度
以
降
費
用
合
計

�

一
、五
〇
〇
円
（
税
込
み
）

　

新
見
市
哲
多
町
成
松
に
鎮
座
す
る
八

幡
神
社･

通
称
諏
訪
山
八
幡
神
社
（
三

上
忠
男
宮
司
）
で
は
、
毎
年
五
月
五
日

の
子
供
の
日
に
合
わ
せ
、
神
社
で
子
供

祭
を
執
行
し
、
神
社
か
ら
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
程
離
れ
た
川
に
子
供
の
成
長
を

願
っ
て
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
て
い

る
。

　

こ
の
催
し
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

三
上
宮
司
の
父
で
あ
る
先
代
宮
司
の
発

案
で
始
め
ら
れ
た
。
当
時
は
神
社
の
駐

車
場
脇
に
ロ
ー
プ
を
引
い
て
、
五
十
匹

程
度
揚
げ
て
い
た
が
、
周
り
の
樹
木
が

段
々
と
大
き
く
な
り
、
折
角
揚
げ
た

鯉
の
ぼ
り
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
三
上
宮
司
が
現
在
の
場
所
に
変
更

し
た
。

　

平
成
七
年
、
こ
の
催
し
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
一
気
に
規
模
を
拡
大
す
る

こ
と
と
し
て
、
神
社
の
側
を
流
れ
る
本

郷
川
に
目
を
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の

川
面
に
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
が
空
を
泳
ぐ

姿
が
映
れ
ば
ど
ん
な
に
美
し
い
こ
と

か
。

　

早
速
、
沢
山
の
鯉
の
ぼ
り
を
川
に
渡

す
方
法
を
総
代
や
氏
子
に
相
談
し
た
。

長
さ
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
か
な
り

の
高
さ
と
強
度
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
電
柱
の
支
柱
を
四
本
立
て
て
、
そ
の

支
柱
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
架
け
る
こ
と
に
し

て
、
上
げ
下
ろ
し
の
作
業
を
考
慮
し
、

滑
車
も
付
け
た
。

　

鯉
の
ぼ
り
は
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一

メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
間
隔
で
、
ワ
イ

ヤ
ー
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

さ
て
、
次
は
肝
心
の
鯉
の
ぼ
り
だ
。

宮
司
自
ら
又
は
総
代
に
依
頼
し
て
氏
子

に
古
く
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
氏
子
の
申

し
出
や
氏
子
外
か
ら
の
協
力
も
あ
り
、

一
〇
〇
匹
を
超
え
る
鯉
の
ぼ
り
が
集

ま
っ
て
、
三
上
宮
司
が
描
い
て
い
た
通

り
の
、
川
を
渡
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

長
さ
に
一
〇
〇
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

一
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
た
の
だ
。

　

鯉
の
ぼ
り
は
、
五
月
五
日
の
子
供
祭

に
向
け
て
準
備
に
か
か
り
、
十
日
前
か

ら
揚
げ
ら
れ
、
当
日
は
、
案
内
し
た
氏

子
内
の
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま

で
の
子
供
五
十
人
余
り
が
保
護
者
と
共

に
神
社
に
向
か
い
、
三
上
宮
司
の
下
で

参
列
し
た
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

る
子
供
祭
の
祭
典
が
執
行
さ
れ
る
。

　

祭
典
が
終
わ
る
と
、
お
菓
子
が
配
ら

れ
、
神
楽
や
手
品
、
音
楽
鑑
賞
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
催
さ
れ
、
神
社
で
楽

し
い
一
日
を
過
ご
す
の
で
あ
る
。

　

こ
の
川
を
渡
る
大
鯉
の
ぼ
り
を
始
め

ア
イ
デ
ア
神
職
の
奮
闘
記

「
川
を
渡
る

�

鯉
の
ぼ
り
」

　
　
　
　
広
報
部

�

　
木
山
　
運
嗣

皐月の空にはためく100匹の鯉のぼり

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
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て
か
ら
は
、
氏
子
の
人
々
も
毎
年
五
月

が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
噂

を
聞
い
て
見
物
に
来
る
人
や
、
通
り
掛

か
っ
た
人
々
が
珍
し
さ
も
あ
っ
て
、
記

念
撮
影
を
す
る
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

た
だ
、
苦
労
す
る
こ
と
は
、
古
い
鯉

の
ぼ
り
な
の
で
綿
で
作
ら
れ
て
い
る
物

が
多
く
、
強
い
風
が
吹
い
た
り
、
雨
が

降
る
と
鯉
の
ぼ
り
を
吊
っ
た
紐
が
絡

ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
外
す
の
に
数
人

の
手
が
必
要
に
な
る
。

　

今
後
も
、
こ
の
川
を
渡
る
大
鯉
の
ぼ

り
は
、
成
松
地
区
の
風
物
詩
と
し
て
、

末
永
く
続
い
て
行
く
で
あ
ろ
う
。

第十八回 こ
だ
わ
り
の
社

沖田神社
（岡山市中区沖元）

宮司　秦　　俊治

　

岡
山
市
中
区
沖
元
に
鎮
座
す
る
沖
田

神
社
は
、
沖
新
田
の
産
土
神
と
し
て
勧

請
さ
れ
現
在
地
に
鎮
座
し
て
三
〇
〇
年

経
ち
ま
し
た
。
こ
の
神
社
を
祖
先
か
ら

受
け
継
ぐ
「
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
」
と
し

て
尊
び
敬
い
大
切
に
守
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
旧
拝
殿
は
幾
度
も
改
修
工

事
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
永
年
風
雨

に
さ
ら
さ
れ
柱
等
の
腐
食
が
目
立
ち
、

老
朽
化
が
著
し
く
激
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
一
年
に
鎮
座
三
〇
〇
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
総
代
会
に
お
い

て
協
議
を
重
ね
、
ま
た
専
門
家
に
よ

る
現
状
の
実
態
調
査
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
総
代 ■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

■
■

拝殿から幣殿を望む

会
の
賛
同
を
得

て
、
平
成
十
八

年
十
月
に
建
て

替
え
の
決
議
が

な
さ
れ
ま
し

た
。
早
速
翌
年

の
平
成
十
九
年

三
月
に
各
委
員

会
を
立
ち
上

げ
、
同
年
五
月

に
趣
意
書
を
作

成
し
て
組
織
が

動
き
出
し
ま
し

た
。

　

拝
殿
は
旧
拝

殿
の
様
式
を
基

と
し
て
、
権
現

造
と
し
祝
詞

殿
・
内
拝
殿
・

外
拝
殿
の
様
式

を
す
る
こ
と
と

決
め
ま
し
た
。

百
間
川
の
傍
に

あ
る
た
め
よ
く

水
災
害
に
遭
っ
て
い
る
の
で
、
高
潮
洪

水
予
防
と
し
て
旧
社
殿
よ
り
一
メ
ー
ト

ル
高
く
し
て
三
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
拝

殿
を
建
て
替
え
る
設
計
と
し
ま
し
た
。

　

設
計
・
監
修
は
神
社
仏
閣
専
門
業
者

で
長
野
県
に
あ
る
㈱
中
村
建
築
研
究
所

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
施
工
業
者
は
、

地
元
の
株
式
会
社
石
原
工
務
店
で
施
工

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
神
社
建

築
は
専
門
で
な
い
の
で
、
同
社
が
下
請

け
で
使
っ
て
い
る
奈
良
県
の
宮
大
工
が

施
工
を
行
い
ま
し
た
。

　

基
礎
は
お
城
の
よ
う
に
石
垣
を
積
ん

で
や
る
予
定
で
し
た
が
、
境
内
地
は
干

拓
地
で
あ
り
地
盤
が
悪
く
建
築
基
準
法

で
は
認
可
が
下
り
な
い
た
め
、
土
台
を 改築された社殿
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コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
行
い
全
面
を
石
張
り

で
施
工
し
ま
し
た
。

　

材
木
を
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
総
代

並
び
に
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

材
木
の
選
定
を
し
に
現
地
ま
で
足
を
運

ん
で
選
定
を
行
い
ま
し
た
。
柱
は
一
尺

二
寸
と
二
尺
の
円
柱
と
し
吉
野
檜
を
使

用
い
た
し
ま
し
た
。
向
拝
柱
は
一
尺
一

寸
の
各
柱
と
虹
梁
・
壁
板
・
濡
縁
・
建

具
は
木
曽
檜
を
使
用
い
た
し
ま
し
た
。

檜
を
使
う
こ
と
に
よ
り
長
く
持
た
せ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

仕
上
が
り
が
木
の
ぬ
く
も
り
と
美
し
さ

を
求
め
て
使
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

金
具
一
式
は
地
元
業
者
の
㈱
藤
原
組
に

依
頼
を
し
、
全
て
の
金
具
に
金
箔
張
り

を
施
し
ま
し
た
。

　

彫
刻
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
の
彫
刻

師
が
い
な
い
た
め
中
国
の
仏
師
に
依
頼

し
ま
し
た
。
向
拝
柱
に
は
龍
・
正
面
に

は
虎
を
配
置
し
て
お
り
、
家
庭
円
満
を

表
し
て
い
ま
す
。
拝
殿
に
は
、
獅
子
・

獏
の
彫
刻
を
二
十
三
体
配
置
し
ま
し

た
。
獏
は
鉄
鋼
を
食
べ
る
と
言
わ
れ
、

戦
争
な
ど
が
あ
る
と
鉄
が
な
く
な
る

の
で
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
崇
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
神
社
は
、
氏
子
地
域
が

東
新
田
・
西
新
田
に
分
か
れ
て
い
る
た

め
、
東
面
・
西
面
に
向
け
て
取
り
付
け

て
氏
子
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
か
え
る
股
に
は
龍
の
彫
刻
を
全

て
施
し
ま
し
た
。

　

屋
根
は
銅
板
葺
に
す
る
か
瓦
で
葺
く

か
迷
い
ま
し
た
が
、
長
く
持
つ
と
い
う

点
か
ら
瓦
で
葺
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

瓦
に
つ
い
て
も
総
代
並
び
に
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
工
場
見
学
を
し
ま

し
た
。
瓦
は
美
濃
瓦
を
使
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
通
常
の
瓦
だ
と
八
〇
〇
度
で

焼
き
ま
す
が
、
美
濃
瓦
は
一
、二
〇
〇

度
で
焼
か
れ
る
た
め
八
〇
〇
年
も
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
瓦
葺
職
人
も
美
濃

か
ら
来
て
葺
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
屋

根
の
棟
に
は
一
対
の
金
箔
の
鯱
鉾
を
据

え
て
い
ま
す
。
金
箔
の
鯱
鉾
は
約
一

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
が
あ
り
、
全
国
的
に

も
珍
し
く
数
ヶ
所
し
か
な
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
巴
蓋
に
は
金
箔
の
鳳
凰
と

亀
を
据
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
天
ま
で

願
い
が
届
く
よ
う
に
と
の
思
い
で
据
え

ま
し
た
。

　

拝
殿
下
の
一
階
は
参
拝
者
休
憩
所
・

神
符
授
与
所
・
古
神
札
納
札
所
を
設
け

て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
方
々
の
た
め
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
け
て
お
り
、
参
拝
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

一
世
一
代
の
大
事
業
と
な
り
ま
し
た

が
、
旧
社
殿
よ
り
も
良
い
も
の
を
造
り

良
質
な
材
料
と
高
度
な
技
術
に
よ
り
、

後
世
に
自
慢
の
出
来
る
も
の
が
出
来
た

の
は
、氏
子
の
皆
様
の
ご
協
力
と
総
代
・

役
員
の
御
努
力
に
よ
る
も
の
と
、
宮
司

と
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

こ
の
度
、
私
は
去
る
八
月
二
十
四
日

か
ら
二
十
六
日
の
間
、「
こ
ど
も
伊
勢

ま
い
り
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
前

年
に
引
き
続
き
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
子
供
た
ち
三
十
名
と
と
も
に
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。
ち
な
み
に
、
今
回

の
参
加
者
は
半
数
以
上
が
女
子
で
あ
っ

た
。
行
程
は
、
初
日
は
二
見
興
玉
神
社

へ
の
正
式
参
拝
の
の
ち
神
宮
会
館
へ
宿

泊
、
二
日
目
は
伊
勢
ご
両
宮
へ
正
式
参

拝
、
お
か
げ
横
丁
散
策
と
鳥
羽
水
族
館

に
立
ち
寄
っ
て
自
由
行
動
、
三
日
目
は

奈
良
県
春
日
大
社
へ
の
正
式
参
拝
の
の

ち
帰
岡
。
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ

る
。
バ
ス
の
な
か
で
は
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
を
し
て
過
ご
し
、
特
に
ビ
ン
ゴ
は
楽

し
か
っ
た
の
か
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
あ
っ

た
。

　

初
日
に
は
、
参
宮
へ
向
か
う
旅
人
た

ち
が
古
来
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
二
見
興

玉
神
社
に
正
式
参
拝
し
、
藻
塩
草
と
い

う
特
別
な
海
草
の
付
い
た
幣
串
で
お
祓

い
を
し
て
も
ら
い
、
巫
女
の
舞
を
拝
観

し
た
。そ
の
日
は
神
宮
会
館
に
て
宿
泊
。

　

二
日
目
は
朝
六
時
に
起
床
、
爽
や
か

な
朝
の
外
宮
に
正
式
参
拝
。
こ
の
日
は

早
朝
よ
り
雨
で
、
傘
が
手
放
せ
な
い
よ

う
な
天
気
で
あ
っ
た
。
長
い
玉
砂
利
の

参
道
を
通
っ
て
ご
正
殿
前
に
到
着
後
、

神
職
よ
り
御
塩
に
て
お
祓
い
の
の
ち
、

外
玉
垣
南
御
門
の
辺
り
に
て
代
表
に
あ

わ
せ
て
拝
礼
し
、
無
事
参
拝
を
す
ま
せ

た
。

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

�

吉
備
津
彦
神
社
　
権
禰
宜
　
石
　
井
　
満
　
崇

雨中内宮に参拝する参加者



平成 24 年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報（9）� 第 112 号

　

朝
食
後
、
今
度
は
内
宮
へ
正
式
参
拝

の
た
め
出
発
、
ま
だ
静
か
な
お
か
げ
横

丁
を
通
っ
て
、
宇
治
橋
前
へ
。
神
宮
の

神
職
さ
ん
に
先
導
い
た
だ
き
な
が
ら
真

新
し
い
宇
治
橋
を
渡
る
。
五
十
鈴
川
の

増
水
の
た
め
、
御
手
洗
い
場
で
は
手
水

が
と
れ
な
か
っ
た
が
、
説
明
を
し
て
も

ら
う
。
無
事
ご
正
宮
前
に
着
い
て
、
外

宮
同
様
に
正

式
参
拝
。
ご
正

宮
前
で
は
、
外

宮
と
内
宮
の
外

観
的
違
い
な
ど

を
教
え
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に

荒
祭
宮
へ
も
参

拝
。
子
供
た
ち

も
何
か
感
じ
る

の
か
、
森
厳
な

空
気
に
緊
張
し

た
面
持
ち
で

あ
っ
た
。

　

参
拝
の
後

は
、
お
楽
し
み

の
時
間
、
恒
例

の
お
か
げ
横
丁

の
散
策
、
そ
し

て
鳥
羽
水
族
館

の
見
学
を
楽
し

ん
だ
。
翌
三
日

は
、
春
日
大
社

に
参
拝
。
正
式

参
拝
の
の
ち
、

「
林
檎
の
庭
」

前
で
記
念
撮

影
。
若
草
山
で

神楽殿前での記念撮影

　

私
達
の
氏
神
様
で
あ
る
諏
訪
神
社

は
、
小
田
郡
矢
掛
町
下
高
末
に
鎮
座
し

て
い
ま
す
が
、
数
年
前
に
は
美
川
と
い

う
地
区
に
新
し
い
住
宅
地
が
で
き
、
十

八
戸
の
町
内
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
そ
の
住
民
た
ち
も
地
域
の

行
事
を
は
じ
め
、
氏
神
様
の
秋
祭
の
神

楽
見
物
や
子
供
神
輿
な
ど
に
も
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
町
内
会
長
さ
ん
と
も

自
然
に
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

は
、
み
ん
な
が
大
好
き
な
鹿
た
ち
に
鹿

せ
ん
べ
い
を
あ
げ
る
光
景
は
ほ
ほ
え
ま

し
か
っ
た
。

　

今
回
の
参
拝
で
は
、
式
年
遷
宮
が

迫
っ
て
い
る
た
め
、
雅
楽
の
体
験
学
習

が
な
か
っ
た
の
と
、
雨
天
時
の
参
拝

と
い
う
こ
と
が
前
回
と
違
う
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
が
、
子
供
た
ち
は
別
段
く
た
び

れ
た
様
子
も
な
く
、
元
気
に
旅
の
目
的

を
果
た
し
た
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
他
府
県
の
取
り
組

み
を
見
て
み
れ
ば
、
京
都
府
神
社
庁
に

お
い
て
は
、
毎
年
「
子
ど
も
参
宮
団
」

を
編
成
し
て
い
る
。
当
初
よ
り
百
名
以

上
の
参
加
者
で
、
本
年
は
保
護
者
を
含

め
て
二
百
四
十
人
の
大
所
帯
だ
そ
う
で

あ
る
。
神
宮
で
は
参
拝
後
、
古
殿
地
の

清
掃
を
奉
仕
し
、
そ
の
後
御
殿
場
浜
で

潮
干
狩
り
を
楽
し
む
と
い
う
行
程
は
、

当
初
よ
り
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
、
都
市
部
で
あ
る
か
ら
参
加

者
が
多
い
の
は
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
さ

し
た
る
変
化
が
な
い
上
に
参
加
者
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
地
道
な
活

動
が
大
き
く
実
っ
た
一
例
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
。
今
後

と
も
こ
の
「
こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
」
を

通
じ
て
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
神
宮
、

ひ
い
て
は
神
社
の
良
さ
を
体
験
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

新
住
宅
地
へ
の
大
麻
頒
布
活
動

―
総
代
長
と
し
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
郡
矢
掛
町
下
高
末�

�

諏
訪
神
社
　
前
総
代
長　

中
　
村
　
文
　
春 
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し
た
。�

　

当
時
、
諏
訪
神
社
総
代
長
の
任
に
つ

い
て
い
た
私
は
、
世
間
話
の
つ
い
で
に

折
に
ふ
れ
て
は
お
伊
勢
様
の
「
大
麻
」

の
話
を
し
て
み
た
の
で
す
が
、
町
内
会

長
さ
ん
は
不
思
議
そ
う
な
顔
を
さ
れ
る

だ
け
で
そ
れ
以
上
の
話
に
は
到
り
ま
せ

ん
で
し
た
。�

　

あ
る
日
の
こ
と
、
そ
の
町
内
会
長
さ

ん
が
「
大
麻
の
普
通
と
か
、
中
と
か
大

と
か
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
意
味
で
す

か
？
」
と
い
う
質
問
を
し
て
こ
ら
れ
た

の
で
す
。
私
は
こ
の
時
ば
か
り
と
説
明

い
た
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
こ
の
地
域
で

は
お
伊
勢
様
の
「
大
麻
」
と
呼
ば
れ
る

お
札
が
氏
神
神
社
を
通
じ
て
各
戸
に
頒

布
さ
れ
る
こ
と
、そ
の
お
札
に
は
普
通
・

中
・
大
と
三
種
類
の
大
き
さ
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
「
大
麻
」
は
私
達
に

と
っ
て
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、
一
年
間

の
家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
願
い
神
棚

に
納
め
る
こ
と
な
ど
を
切
々
と
。�

　

す
る
と
町
内
会
長
さ
ん
は
、
お
伊
勢

様
の
「
大
麻
」
に
つ
い
て
町
内
の
集
会

で
説
明
し
て
み
る
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。�

　

私
は
あ
り
が
た
い
思
い
で
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。
先
程
の
説
明
で
ど
れ
だ
け

ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
こ
は
町
内
会
長
さ
ん
に
お

任
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　

そ
の
後
、早
速
そ
の
年
か
ら
「
大
麻
」

を
受
け
て
く
だ
さ
る
ご
家
庭
が
出
て
き

ま
し
た
。
町
内
会
長
職
は
二
年
で
交
代

し
ま
す
が
、
私
は
そ
の
都
度
、
新
し
い

会
長
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
同
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
町
内
会
長
さ
ん
の
奥
様

が
、
申
込
書
ま
で
つ
け
た
「
大
麻
」
紹

介
文
を
町
内
に
配
布
し
て
く
だ
さ
り
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
大
麻
頒
布

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
文
書
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、
私
は
感
謝

と
感
激
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。�

　

今
後
も
よ
り
多
く
の
家
庭
で「
大
麻
」

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
お
伊
勢
様
を
敬

う
精
神
が
子
供
達
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

⑴�　

神
社
本
庁
に
よ
る
義
捐
金
の
募
集

依
頼
を
受
け
、
各
神
社
及
び
支
部
で

は
社
頭
に
義
捐
金
箱
を
設
置
し
た

り
、
支
部
、
神
社
ま
た
は
神
職
、
総

代
等
が
義
捐
金
を
送
っ
た
。

　

�　

バ
ザ
ー
や
音
楽
祭
を
開
催
し
て
義

捐
金
を
募
集
し
た
神
社
も
あ
り
、
そ
の

総
数
は
八
月
三
十
一
日
現
在
で
四
二
〇

件
。
総
額
一
四
、五
七
四
、七
七
六
円

と
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
追
加
寄
附

は
続
い
て
い
る
。

⑵�　

神
社
界
以
外
へ
の
義
捐
金
協
力
を

全
宮
司
に
依
頼
し
、日
本
赤
十
字
社
、

山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
、
ア
ム
ダ
等

に
神
社
や
各
種
団
体
か
ら
直
接
持
参

し
た
。

⑶�　

県
神
社
庁
と
し
て
山
陽
新
聞
社
会

事
業
団
に
義
捐
金
一
〇
〇
万
円
寄
附

を
行
い
、
笹
井
庁
長
が
持
参
し
た
。

⑷�　

宮
城
県
神
社
庁
を
通
じ
て
被
災
者

に
氏
子
か
ら
の
支
援
米
五
〇
㎏
を
提

供
。

⑸�　

被
災
神
社
の
支
援
と

し
て
「
い
の
う
え
社
寺

工
匠
」
が
県
神
青
協
を

通
じ
、
ヒ
バ
材
、
銅
板

葺
き
の
屋
外
用
社
殿

（
小
社
）
一
〇
棟
を
被

災
神
社
に
寄
附
し
た
。

九
月
十
二
日
、
神
社
庁

に
て
社
殿
の
清
祓
を
行

い
、
両
備
グ
ル
ー
プ
の

協
力
に
よ
り
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
で
の
運
送
を

行
っ
た
。

　

全
国
の
神
社
庁
か
ら
神

社
本
庁
へ
集
め
ら
れ
た
義

捐
金
及
び
配
分
及
び
被
災

状
況
は
次
表
の
通
り
。

岩手・小鎚神社（神社新報社提供）

県
神
社
関
係
者
が
行
っ
た
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動
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東日本大震災における被災状況及び義捐金贈呈額

№ 被災都県 社殿の全･半壊 その他建物の損壊 工作物の損壊 被災神社数 第１次贈呈額 第２次贈呈額 合　　計

1 宮城県 68社 86社 165社 319社 247,110,000円� 71,280,000円� 318,390,000円�

2 福島県 56 461� 398� 915� 339,420,000� 97,900,000� 437,320,000�

3 岩手県 21 107� 147� 275� 128,710,000� 37,130,000� 165,840,000�

4 青森県 0 4� 9� 13� 650,000� 210,000� 860,000�

5 山形県 0 4� 15� 19� 860,000� 260,000� 1,120,000�

6 東京都 0 120� 156� 276� 13,040,000� 3,750,000� 16,790,000�

7 神奈川県 0 9� 16� 25� 1,200,000� 350,000� 1,550,000�

8 埼玉県 2 52� 150� 204� 10,780,000� 3,120,000� 13,900,000�

9 群馬県 3 15� 67� 85� 6,290,000� 1,820,000� 8,110,000�

10 千葉県 12 56� 229� 297� 23,610,000� 6,810,000� 30,420,000�

11 茨城県 89 664� 620� 1,373� 142,640,000� 41,140,000� 183,780,000�

12 栃木県 49 222� 420� 691� 73,740,000� 21,260,000� 95,000,000�

13 山梨県 0 5� 8� 13� 600,000� 180,000� 780,000�

14 静岡県 0 10� 30� 40� 1,770,000� 520,000� 2,290,000�

15 長野県 6 8� 6� 20� 6,110,000� 1,760,000� 7,870,000�

16 新潟県 3 4� 13� 20� 3,470,000� 1,010,000� 4,480,000�

合　　計 309 1,827� 2,449� 4,585� 1,000,000,000� 288,500,000� 1,288,500,000�

神職の死者･行方不明者　宮城県：死者４名、福島県：死者１名･行方不明者１名、岩手県：死者２名
福島県の原発避難地域の神社は243社
神社義捐金の総額は1,288,445,305円であったが、神社本庁が54,695円を補填して1,288,500,000円を16都県に贈呈した。
この表の被災状況は７月15日現在、義捐金贈呈額は9月7日現在のものである。

　

岡
山
県
神
社
庁
は
、
長
年
に
亘
っ
て

支
部
の
再
編
成
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
支
部
の
再

編
成
で
は
支
部
の
格
差
是
正
、
神
社
庁

運
営
経
費
の
節
減
を
目
指
し
て
平
成

十
九
年
か
ら
本
格
的
に
論
議
を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
神
社
庁
役
員
会
、

総
務
委
員
会
、
支
部
長
懇
話
会
、
支
部

長
会
な
ど
の
会
合
を
開
催
し
て
意
見
聴

取
、
討
論
を
重
ね
、
そ
の
審
議
内
容
を

踏
ま
え
て
再
編
成
の
案
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

再
編
案
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
経

て
、
現
在
は
、
最
終
案
を
神
社
庁
支
部
、

神
社
総
代
会
支
部
に
お
い
て
検
討
し
て

戴
い
て
お
り
ま
す
。

◎
平
成
二
十
二
年
九
月
開
催
の

　
役
員
支
部
長
会

　

平
成
二
十
二
年
九
月
に
開
催
し
た
岡

山
県
神
社
庁
の
役
員
と
支
部
長
の
合
同

会
議
に
Ａ
案
・
Ｂ
案
と
い
う
二
つ
の
再

編
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
案
は
現
在
使
用
し
て
い
る
支

部
の
線
引
き
を
解
体
し
て
、
現
行
の
市

町
村
の
行
政
区
画
の
線
引
き
に
よ
っ
て

支
部
を
再
編
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
基

本
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
検
討
し
た
結
果
、

次
の
会
議
ま
で
に
Ａ
案
、
Ｂ
案
に
対
す

る
支
部
役
員
の
意
見
を
支
部
長
が
取
り

ま
と
め
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
三
年
二
月
開
催
の

　
役
員
支
部
長
会

　

前
回
の
役
員
支
部
長
会
の
後
、
全
支

部
長
に
Ａ
案
・
Ｂ
案
に
対
す
る
意
見
を

文
書
で
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
邑
久

西
大
寺
支
部
か
ら
現
在
の
支
部
同
士
を

統
合
す
る
新
し
い
案
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

神
社
庁
役
員
会
で
審
議
し
た
結
果
、

総
務
委
員
会
に
お
い
て
現
在
の
支
部
同

士
を
統
合
す
る
案
も
作
成
す
る
こ
と
と

な
り
、
邑
久
西
大
寺
支
部
の
案
を
元
に

し
て
作
成
し
た
も
の
を
Ｃ
案
、
総
務
委

員
会
で
作
成
し
た
も
の
を
Ｄ
案
と
し
て

役
員
支
部
長
会
に
提
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
合
で
Ｃ
案
を
除
い
た

Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
案
を
支
持
す
る
声
が
多
く
、

Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
案
の
ど
の
案
に
賛
成
す
る

の
か
自
分
の
支
部
の
意
見
を
支
部
長
懇

話
会
ま
で
に
支
部
長
が
取
り
ま
と
め
る

よ
う
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、便
宜
上
、

こ
れ
以
降
は
Ｄ
案
を
Ｃ
案
と
名
称
変
更

し
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
三
年
五
月
開
催
の

　
支
部
長
懇
話
会

　

支
部
長
懇
話
会
に
本
年
の
み
神
社
庁

役
員
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て

神
社
庁
支
部
の

�

再
編
成
の
経
緯
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き
た
役
員
支
部
長
会
と
同
じ
顔
触
れ
で

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
支
部
長
か
ら
ど
の
案
を
支
持
す
る

の
か
意
見
発
表
が
あ
り
、
ど
の
案
も
支

持
し
な
い
と
す
る
支
部
も
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｃ
案
を
支
持
す
る
支
部
が
多
数
を

占
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｃ
案
を
最
終
案
と
し
、

各
支
部
に
お
い
て
検
討
し
、
平
成
二
十
三

年
十
一
月
の
臨
時
協
議
員
会
に
お
い
て

審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
二
十
三
年
九
月
開
催
の

　 

岡
山
県
神
社
総
代
会
役
員
・
評
議
員
、

岡
山
県
神
社
庁
役
員
合
同
会
議

　

最
終
案
を
県
神
社
総
代
会
役
員
・
評

議
員
に
提
示
し
て
、
再
編
成
の
可
否
に

つ
い
て
多
数
の
ご
意
見
を
戴
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
四
年
三
月

ま
で
に
最
終
案
に
対
す
る
支
部
神
社
総

代
会
の
意
見
を
支
部
総
代
会
長
が
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
、
四
月
に
岡
山
県
神

社
総
代
会
役
員
・
評
議
員
、
岡
山
県
神

社
庁
役
員
合
同
会
議
を
再
度
開
催
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
平
成

二
十
三
年
十
一
月
の
臨
時
協
議
員
会
で

最
終
案
を
審
議
す
る
こ
と
は
延
期
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
県
神
社
総
代
会
と
の
協
議
内

容
を
踏
ま
え
て
、
役
員
支
部
長
会
を
開

催
し
、
最
終
的
な
取
り
ま
と
め
を
行
う

予
定
で
す
。

備前 神社数 本務神職数
1 岡山 95 95 54 54

2
玉野 28

63
11

26
児島 35 15

3
御津南 42

105
10

28御津北 29 13
御津東 34 5

4
赤磐 111

170
12

38
和気備前 59 26

5
邑久西大寺 71

96
29

46
上道西大寺 25 17

備中

1
倉敷 55

89
22

28
都窪 34 6

2
玉島 24

109
14

29
浅口 85 15

3
笠岡 55

160
14

52矢掛美星 46 20
井原 59 18

4 吉備 75 75 36 36
5 高梁 82 82 43 43
6 川上 57 57 26 26
7 新見 128 128 49 49

美作
1 津山 103 103 37 37
2 真庭 101 101 44 44

3
勝田 55

115
22

39英田 43 9
英北 17 8

4 久米 74 74 26 26
1,622 1,622 601 601

数値は平成23年6月1日現在

【Ａ案】【Ｂ案】

【再編案】
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岡
山
県
神
社
庁
災
害
見
舞
に
関
す
る
内
規

第�

一
条　

こ
の
内
規
は
岡
山
県
神
社
庁
（
以
下
「
神
社
庁
」
と
い
う
。）
管
内
神
社
の
建
物
が
、
天
災
そ
の
他
に
よ
っ
て
生
じ
た
損

害
に
対
し
災
害
見
舞
金
を
贈
り
、
復
旧
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条　

こ
の
制
度
の
対
象
は
、
当
該
神
社
の
社
殿
及
び
主
要
建
物
、
工
作
物
、
境
内
地
と
す
る
。

第
三
条　

災
害
見
舞
金
（
以
下
「
見
舞
金
」
と
い
う
。）
の
金
額
は
、
見
舞
対
象
の
罹
災
の
程
度
に
応
じ
て
次
の
通
り
と
す
る
。

　

イ　

被
害
金
額　

壱
百
万
円
よ
り
五
百
万
円
未
満
の
場
合　
　

金
五
万
円

　

ロ　

被
害
金
額　

五
百
万
円
よ
り
壱
千
万
円
未
満
の
場
合　
　

金
八
万
円

　

ハ　

被
害
金
額　

壱
千
万
円
よ
り
弐
千
万
円
未
満
の
場
合　
　

金
十
五
万
円

　

ニ　

被
害
金
額　

弐
千
万
円
以
上
の
場
合　
　
　
　
　
　
　
　

金
三
十
万
円

２　

見
舞
金
の
金
額
は
適
宜
に
資
金
の
状
況
並
び
に
社
会
情
勢
等
を
勘
案
し
、
役
員
会
の
議
決
を
経
て
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３�　

一
度
の
災
害
で
災
害
見
舞
金
積
立
金
の
総
額
を
見
舞
金
の
総
額
が
上
回
る
と
き
は
、
前
各
号
に
定
め
る
金
額
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第�

四
条　

前
条
の
災
害
を
受
け
、見
舞
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
神
社
は
、次
の
書
類
を
揃
え
支
部
経
由
で
神
社
庁
へ
被
害
報
告
を
行
う
。

　

イ　

神
社
被
災
報
告
書
。

　

ロ　

復
旧
に
か
か
る
見
積
書
。

　

ハ　

当
該
支
部
長
の
証
明
書
。

２　

当
該
神
社
宮
司
が
報
告
不
可
能
の
時
は
、
宮
司
に
代
わ
り
支
部
長
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３　

前
項
適
用
の
場
合
、
支
部
長
の
証
明
書
は
不
要
と
す
る
。

第
五
条　

見
舞
金
贈
呈
の
可
否
は
神
社
庁
役
員
会
で
決
定
す
る
。

２　

役
員
会
は
罹
災
神
社
の
代
表
者
及
び
当
該
支
部
長
の
出
席
を
求
め
る
事
が
で
き
る
。

第�

六
条　

見
舞
金
を
受
け
、
復
旧
工
事
が
完
了
し
た
神
社
は
、
復
旧
工
事
完
了
の
報
告
書
を
揃
え
支
部
経
由
で
神
社
庁
へ
完
了
報
告

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条　

こ
の
制
度
を
運
営
す
る
た
め
に
特
別
会
計
を
設
定
し
、
そ
の
名
称
を
「
災
害
見
舞
金
積
立
金
」
と
す
る
。

２　

こ
の
積
立
金
に
は
毎
年
適
切
な
金
額
を
一
般
会
計
か
ら
積
み
立
て
る
。

第
八
条　

こ
の
内
規
の
改
廃
は
、
役
員
会
の
議
に
よ
る
。

　
　
　

附　

則

こ
の
内
規
は
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

七
月
十
一
日

祭
祀
委
員
会
委
員
を
委
嘱
す
る

�

岡
﨑　

瑞
枝

八
月
二
十
九
日

岡
山
県
神
社
庁
協
議
員
を
委
嘱
す
る

�

尾
崎　

友
行

関
係
者
大
会
企
画
委
員
会
委
員
を
委
嘱

す
る

�

尾
崎　

友
行

�

小
坂　

博
通

九
月
一
日

岡
山
県
神
社
庁
協
議
員
を
委
嘱
す
る

�

小
坂　

博
通

神
社
庁
辞
令
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就
任
発
令
の
部

年 

月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

23
・
7
・
4

津
山
市
上
横
野

髙

田

神

社

本　

禰
宜

湯
浅　

宜
彦

23
・
7
・
26

赤
磐
市
日
古
木

八

幡

宮

兼　

宮
司

佐
藤　

武
文

23
・
8
・
1

岡
山
市
北
区
野
田
屋
町

金
刀
比
羅
神
社

本　

禰
宜

間
原　

一
演

23
・
8
・
1

久
米
郡
美
咲
町
休
石

大

洗

神

社

兼　

宮
司

瀧
本　

文
典

23
・
8
・
11

倉
敷
市
矢
部

鯉

喰

神

社

兼　

宮
司

玉
井　

利
幸

23
・
9
・
6

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
岡
下

天

計

神

社

本　

禰
宜

杉
田　

浩
章

23
・
9
・
12

苫
田
郡
鏡
野
町
香
々
美

大
美
彌
神
社

本　

宮
司

林　
　

浩
平

23
・
9
・
12

苫
田
郡
鏡
野
町
真
経

香
々
美
北
神
社

兼　

宮
司

林　
　

浩
平

23
・
9
・
12

苫
田
郡
鏡
野
町
越
畑

三

鏡

神

社

兼　

宮
司

林　
　

浩
平

23
・
9
・
12

井
原
市
美
星
町
西
水
砂

明

剱

神

社

兼　

禰
宜

刈
谷　

勇
人

23
・
9
・
12

岡
山
市
北
区
吉
備
津

吉
備
津
神
社

本　

禰
宜

上
西　

謙
介

23
・
9
・
12

岡
山
市
北
区
上
高
田

皷

神

社

兼　

宮
司

山
田　

智
仁

23
・
10
・
6

岡
山
市
北
区
今

今

村

宮

本　

宮
司

今
村　

忠
司

23
・
10
・
6

岡
山
市
北
区
今

今

村

宮

本　

禰
宜

今
村　

倫
子

23
・
10
・
6

井
原
市
美
星
町
明
治

八

幡

神

社

本　

宮
司

山
木　

一
郎

23
・
10
・
6

井
原
市
美
星
町
東
水
砂

磐

裂

神

社

兼　

宮
司

山
木　

一
郎

23
・
10
・
6

井
原
市
美
星
町
明
治

八

幡

神

社

兼　

宮
司

山
木　

一
郎

23
・
10
・
26

総
社
市
窪
木

八

幡

神

社

兼　

宮
司

平
田　

芳
樹

23
・
10
・
27

岡
山
市
南
区
阿
津

廣
幡
八
幡
宮

本　

権
禰
宜

堀　
　

倫
久

23
・
10
・
27

美
作
市
宮
本

讚

甘

神

社

本　

宮
司

白
岩　

秀
樹

23
・
11
・
1

倉
敷
市
上
東

八

幡

神

社

兼　

宮
司

佐
伯　

正
礼

退
任
発
令
の
部

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

23
・
7
・
26

赤
磐
市
日
古
木

八

幡

宮

兼　

特
任
宮
司

佐
藤　

武
文

23
・
7
・
31
久
米
郡
美
咲
町
休
石

大

洗

神

社

兼　

宮
司

瀧
本　

正
大

23
・
8
・
11
岡
山
市
北
区
吉
備
津

吉
備
津
神
社

本　

権
禰
宜

前
田　

健
次

神

職

任

免

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
兼
務
職

氏
　
名

23
・
9
・
6
総
社
市
窪
木

八

幡

神

社

本　

宮
司

尾
関　

當
補

23
・
10
・
5
岡
山
市
北
区
今

今

村

宮

本　

宮
司

今
村　

倫
子

23
・
10
・
5

井
原
市
美
星
町
明
治

八

幡

神

社

本　

宮
司

山
木　

由
造

23
・
10
・
26

美
作
市
宮
本

讚

甘

神

社

兼　

宮
司

白
岩　

修
治

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

職
名

氏
　
名

現
身
分
行
年

23
・
7
・
31

苫
田
郡
鏡
野
町
香
々
美

大
美
彌
神
社

宮
司

林　
　

易
二

二
級
上

78

23
・
8
・
4

美
作
市
北
山

豐

國

神

社

宮
司

西
山　

文
子

三
級

92

23
・
9
・
27

小
田
郡
矢
掛
町
里
山
田

崇

道

神

社

禰
宜

多
賀　

睦
郎

三
級

82

神

職

帰

幽

七
月

一
日　
　
　

月
次
祭

四
日　
　
　

神
政
連
県
本
部
監
査
会

　
　
　
　
　

神
政
連
県
本
部
役
員
会

五
日　
　
　

祭
祀
委
員
会
役
員
会

　
　
　
　
　

教
化
委
員
会
役
員
会

　
　
　
　
　

特
殊
神
事
部
会

　
　
　
　
　

祭
祀
委
員
会
総
会

　
　
　
　
　

正
副
庁
長
会

七
日　
　
　

岡
山
八
幡
会
役
員
会

八
日　
　
　

神
青
協
広
報
部
会

十
一
日　
　

祭
祀
舞
部
会

　
　
　
　
　

県
神
社
総
代
会
監
査
会

　
　
　
　
　

県
神
社
総
代
会
役
員
会

十
三
日　
　

教
化
委
員
会
総
会

十
九
日　
　

雅
楽
自
主
研
修

二
十
日　
　

雅
楽
自
主
研
修

二
十
一
日　

神
青
協
三
役
会

　
　
　
　
　

神
青
協
役
員
会

　
　
　
　
　

神
青
協
発
送
作
業

二
十
二
日　

神
政
連
県
本
部
代
議
員
会

二
十
五
日　

研
修
企
画
室
会
議

　
　
　
　
　

県
神
社
総
代
会
評
議
員
会

二
十
六
日　

女
子
神
職
会
三
役
会

庁
務
日
誌
抄

自
　
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

至
　
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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雅
楽
自
主
研
修

　
　
　
　
　

祭
儀
部
会

二
十
七
日　

雅
楽
部
会

　
　
　
　
　

役
員
会

二
十
八
日　

女
子
神
職
会
役
員
会

二
十
九
日　

神
宮
奉
賛
部
会

八
月

一
日　
　
　

月
次
祭

三
日　
　
　

雅
楽
自
主
研
修　

四
日　
　
　

正
副
庁
長
会

五
日　
　
　

特
殊
神
事
部
会

　
　
　
　
　

育
成
部
会

九
日　
　
　

祭
祀
舞
部
会

　
　
　
　
　

事
業
部
会

十
一
日　
　

岡
山
八
幡
会
総
会

十
七
日　
　

祭
儀
部
会

　
　
　
　
　

雅
楽
自
主
研
修

十
八
日　
　

神
青
協
発
送
作
業

二
十
二
日　

監
査
会

　
　
　
　
　

正
副
庁
長
会

二
十
三
日　

女
子
神
職
会
役
員
会

二
十
四
日
～
二
十
六
日

　
　
　
　
　

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り

二
十
五
日　

雅
楽
部
会

二
十
六
日　

役
員
会

二
十
九
日　

県
氏
子
青
年
協
議
会
総
会

�

（
於
・
羽
黒
神
社
）

三
十
日　
　

女
子
神
職
会
研
修
会

三
十
一
日　

神
宮
奉
賛
部
会

九
月

一
日　
　
　

月
次
祭

二
日　
　
　

特
殊
神
事
部
会

五
日　
　
　

神
政
連
県
本
部
役
員
会

六
日　
　
　

祭
祀
舞
部
会

　
　
　
　
　

神
青
協
役
員
会

八
日　
　
　

女
子
神
職
会
自
主
研
修

　
　
　
　
　

育
成
部
会

九
日　
　
　

雅
楽
自
主
研
修

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会

十
二
日　
　

神
青
協
復
興
支
援
用

　
　
　
　
　

お
社
清
祓
い

十
三
日　
　

女
子
神
職
会
広
報
部
会

十
四
日　
　

神
職
理
事
役
員
会

十
五
日　
　

祭
儀
部
会

　
　
　
　
　

雅
楽
部
会

　
　
　
　
　

神
青
協
神
殿
清
掃

十
六
日　
　

神
青
協
祭
式
研
修
会

二
十
日　
　

神
宮
奉
賛
部
会

二
十
一
日　

雅
楽
自
主
研
修

二
十
二
日　

財
務
委
員
会

二
十
六
日　

�

総
代
会
役
員
評
議
員
・
神

社
庁
役
員
合
同
会
議

　
　
　
　
　

大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

　
　
　
　
　

�

神
宮
大
麻
頒
布
「
モ
デ
ル

支
部
」
推
進
会
議

二
十
八
日　

事
業
部
会

十
月

三
日　
　
　

月
次
祭

　
　
　
　
　

雅
楽
部
会

　
　
　
　
　

役
員
会

　
　
　
　
　

身
分
選
考
表
彰
委
員
会

四
日　
　
　

祭
祀
舞
部
会

二
十
四
日　

事
業
部
会

　
　
　
　
　

広
報
部
会

二
十
五
日　

神
青
協
発
送
作
業

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会

二
十
六
日　

雅
楽
自
主
研
修

　
　
　
　
　

正
副
庁
長
会

三
十
一
日　

世
界
連
邦

　
　
　
　
　

岡
山
県
宗
教
者
大
会

�

（
於
・
さ
ん
太
ホ
ー
ル
）

十
一
月

一
日　
　
　

月
次
祭

　
　
　
　
　

教
化
委
員
会
役
員
会

四
日　
　
　

神
青
協
広
報
部
会

七
日　
　
　

関
係
者
大
会
企
画
委
員
会

　
　
　
　
　

臨
時
協
議
員
会

八
日　
　
　

祭
祀
舞
部
会

　
　
　
　
　

特
殊
神
事
部
会

　
　
　
　
　

祭
儀
部
会

　
　
　
　
　

雅
楽
自
主
研
修

十
日　
　
　

女
子
神
職
会
役
員
会

十
一
日　
　

教
養
研
修
会「
神
道
気
学
」

十
六
日　
　

雅
楽
自
主
研
修

二
十
四
日
～
二
十
六
日

　
　
　
　
　

伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭

　
　
　
　
　

団
体
参
拝

二
十
九
日　

世
界
連
邦
平
和
促
進

　
　
　
　
　

全
国
宗
教
者
岡
山
大
会

�

（
於
・
黒
住
教
本
部
）

三
十
日　
　

雅
楽
部
会
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編
集
後
記

♦
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
ヶ
月
が
経
過

し
、
仮
設
住
宅
に
は
厳
し
い
冬
が
訪
れ
て

お
り
、
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な
い
、
福

島
の
原
発
事
故
の
処
理
も
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
よ
り
、
私
た

ち
は
自
然
の
持
つ
と
て
つ
も
な
く
大
き
な

力
と
、
畏
怖
の
念
を
持
つ
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

♦
今
号
で
は
、
皆
様
方
か
ら
お
寄
せ
戴
き

ま
し
た
尊
い
義
捐
金
を
始
め
と
す
る
支
援

活
動
と
そ
の
使
途
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆

様
方
に
紙
上
を
持
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
念
致
し
ま
す
。

♦
震
災
の
復
興
と
共
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
実
施
す
れ
ば
、
輸
出
業
に
は
恩
恵
が
あ

り
ま
す
が
、
農
業
を
始
め
と
す
る
国
内
消

費
産
業
に
は
大
き
な
打
撃
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
将
来
を
左
右
し
か
ね
な
い
こ
の
問

題
は
、
そ
の
舵
取
り
を
誤
る
と
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
気
が
し
ま
す
。

♦
我
々
神
社
関
係
者
の
一
番
の
気
掛
か
り

は
、
天
照
大
御
神
、
瓊
瓊
杵
尊
、
神
武

天
皇
と
受
け
継
が
れ
た
米
作
り
の
文
化
で

す
。
こ
の
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
神
社

が
あ
り
、
祭
り
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
だ
け
は
譲
れ
な
い
と
思
う
の
で
す

が
…�

広
報
部
長　

太
田

　岡山県には神社本庁包括下の神社が1,623社
もあり、それぞれの神社において、地域の特
性を生かした祭祀が営まれています。神社庁
では、様々な表情を見せる神社の祭りや風景
をあなたの視点でとらえた写真を募集してい
ます。プロ、アマを問いませんので、奮って
ご応募下さい。

募　集　要　項

テーマ
　岡山県内の神社の祭りと風景
応募期間
　平成23年８月１日～平成24年１月31日
応募方法
　�写真サイズ（２Ｌ～ワイド４切まで）カラー、
モノクロ不問。デジタル写真も可能ですが
無加工の物に限ります。写真の裏に作品の
タイトル、撮影神社、氏名、住所、年齢、
性別、電話番号を書いた紙片を貼りつけて
応募下さい。応募は一人２点以内。応募作
品は返却致しません。

応募先
　〒703-8272　岡山市中区奥市３-22
　岡山県神社庁教化委員会広報部会宛
　TEL�086-270-2122

　�神社庁HP（http://www.okayama-jinjacho.
or.jp/）にも募集要項を掲載しています。
審　査
　�岡山県神社庁教化委員会広報部会において
審査致します。
発表・展示
　�平成24年２月入賞者に直接通知致します。
優秀作品は岡山県神社庁ロビーに展示しま
す。
賞
　大賞　１点　賞状、商品券（２万円相当）
　副賞　２点　商品券（１万円相当）
　入選　数点　商品券（５千円相当）
応募上の注意
◆�応募作品は他のコンテスト未提出のものに
限ります。
◆�被写体に人物が含まれている場合、主催者
は肖像権の侵害等の責任は負いません。
◆�入賞作品の版権は主催者に帰属します。応
募作品は、展示等のために、フィルムまたは
デジタルデータをお借りする事があります。
◆�個人情報の取り扱いについて、皆様からお
寄せいただいた際の個人情報は、入選通知
などの当コンテスト関係のみに使用し、他
の目的で使用することはありません。

神社庁フォトコンテスト
～おやしろのある風景～

募　　集




